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ャンスであって、日本型の、介護予防システム、

ターミナルケア、そこに鍼灸・マッサージがき

ちんと入っていくシステムを開発していく。私

の知り合いで、あちこちにデイサービスを展開

している業者ですが、上海に、まあ中国の大変

な高齢化問題がそろそろ起きつつあるので、上

海にデイサービスを持っていくと。そこで日本

のノウハウを展開していく。正に日本型のモデ

ルの構築がこれから求められているという風

に思います。 
山下：和辻先生の発言にもありましたが、私の

所属する森ノ宮医療大学でも、2 学科から始ま

り来年は 5学科になります。学科ごとに違うカ

リキュラムや臨床実習があることは、まずは教

員同士で影響を受けますし、それが自然と自分

の学科の学生教育の仕方に反映させられる。そ

ういういう意味では、これは暗い話ではなく楽

観的にとらえています。もう一つ思ったのは、

臨床心理士が公的な資格になるということで

藤井先生が言われたように、いきなり何か政策

が変わるとき、それに対応できる情報や材料を

用意してないといけない。そういう意味では研

究は表に出なくても、言われた時にこういうデ

ータがありますと提示できるできるように蓄

積しておかなければならない。チャンスの女神

は前髪しかないと言いますけれども。備えてい

る必要があると思います。 
後藤：山下先生の、備えてなければダメだ。こ

れは大賛成です。行政は何もしてくれません。

行政は、あはき師に何かをするということはあ

りえません。あはき師が世の中に必要、日本の

これからの社会に必要という図式をださなき

ゃ動きません。私はそういう意味で非常に良い

状態にある程度きていると思っている。先程の

国家試験免許所有証、保有証。これは業界から

の働きかけです。業界がどういう働きかけをし

たか。これは議員連盟を活用しました。そして

議員連盟から厚労省に、厚労省無免許対策何も

やっていないじゃないかと、これになるから保

有証出せと。議員連盟のいうことを聞きますか

ら厚労省は。これも、もっと早くスタートする

はずだった。無免許者との差別化、区別化。で

もそこに付加価値をつけた例になったわけで

す。保健証もつけてね。だから、これはそうい

う力が出てきたということ。それから私は大学

が 12 大学できたというのは、やはりすごいこ

とだと思うし、自分の所は大学になってないか

らというのではないでが、これは日本を変えて

いきますよ。何が良いかというと、今は大学の

先生たちが育っています。研究者がちゃんと育

っている。でその人たちが、これ鍼灸何とかし

ないといけないと思っている人がほとんどで

すね。思っていない人も時々いるけど。他の分

野の人は、例えばＰＴ、看護、そういう大学人

達。ちょっと私的なことですけど、ある大学の

学長を一年半やったことあります。全部自分の

専門のことしか考えない。例えば看護だったら

看護協会。ＰＴだったらＰＴ協会。そこに所属

したら、あの人たちは何かしてくれると思って

います。だから日本の大学の先生たちもそうな

ったらダメです。自分がリーダーとして先頭を

きってやるんだと。やれる役割はありますよ。

研究をお出しになるとかね。藤井先生のように

マイナスのデータをじっと蓄えながら。役割は

色々ありますよ。小野先生みたいにやんなきゃ

いけない。今なんだと。だけど、そういう人た

ちがやっぱりまだいて、その志が生きてるって

いうことは状況を変えますよ。私はそう思って

いる。だからそんなに暗くはない。私はそう思

います。是非ね、学会に協力してくれる人が出

てきてほしい。 
形井：最後の質問が良かったので、非常に前向

きな意見が出ました。私もこの業界に入った、

頃を思い出すと、今はやはり全く違っていると

思います。当時は鍼灸界というもの全体が見え

ない、周りが見えないけど、とりあえず勉強し

なさい、資格を取りなさい、でも三割しか、就

職できません、仕事ができませんけどね、と言

われながらやっていたわけです。でも、今もそ

んなに就職できる状況というか、仕事ができる

状況の数値は変わってないかも知れないけれ

ども、業界全体の雰囲気とか教育界全体の風通

しとか、まさか 1988 年に鍼灸の法律が変わる

なんて青天の霹靂でした。そんなことが起こる
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なんて思っていないです。そしてまた、規制緩

和で新しい鍼灸の学校ができるなんて考えら

れないことでした。だから、そういう変化を経

てきているということは、私は発展してきてい

ることだと思いますし、足元の色んな問題は常

に解決していこうという意欲で接していけば

いいと思います。後藤先生が、行政に変わるこ

とを希望、期待するんじゃなくて自分らからと

いう風に言われましたけれども、実は中国と韓

国も政府主導では動いてますけども、相当、そ

の実際の学会とかそういうところが色んな動

きをしているのは事実ですし、今世界中で鍼灸

が発展しているというかいろんな国で制度化

されつつあります。これは国が作っているわけ

ではない。数十年前に中国で学んだり、少し日

本で学んだ人もいますが、そういう人が、各国

に帰って数十年かけて、何の身分も保証されな

い中で仕事をしながら、患者を見つけて自分た

ちの仲間を増やしていって行政に働きかけて、

今制度化されつつあるという、そういう数十年

かけた長い道のりを経てきている人たちが今

世界中で鍼灸の制度を作り上げようとしてい

る。各国で、その国の保険の状況を改善してい

くために鍼灸が大事だという、そういう意欲を

持って世界中で同じ鍼灸の仲間たちが動いて

いるということを考えたら、本当に数十年前ま

では全然考えられない状況なわけです。 
後藤：アメリカで実は専門職大学院の学長をや

っていますが、その学校に来る人は四年制大学

を終わって、学部は色々ですが、ここへ入って

くる。その人たちが今日本にものすごく期待し

ている。日本でどんな仕組みが動いているのか、

日本の実際やっている人たちがどういう考え

をもって、どういう技術を持っているのかと。

それから非常に日本に期待していますから、日

本の中でこんなになっちゃダメです。やるっき

ゃない。本当に。小野先生じゃないけど。と、

私は思います。 
形井：あの、段々決起大会みたいになってきま

したけど。 
後藤：ぜひともＷＦＡＳに大勢参加お願いしま

す。 

形井：はい。藤井先生どうぞ。 
藤井：決して暗い人間じゃないと思いますけど、

明日に向かって暗い夜道を歩いているという

イメージですが、最後に私が本当にホッとした、

安堵したデータがあります。これまでの調査、

施術所の調査結果ですが、収入はあのように非

常に低い。収入への満足は非常に低いが、ただ、

今の仕事に誇り、やりがいを感じているかとい

う質問に対して、なんと、晴眼業者の 90%、視

覚障害業者の 83%の業者がこの仕事にやりが

い、誇りを持っている。一般の労働者、これは

一回だけ国がやりがい調査をやっています。こ

れが 2008 年の労働白書に載っていますが、一

般労働者のやりがいへの満足度が16.8%ですか

ら、如何に日本の鍼灸あん摩業というものが誇

り高い仕事であるか。ですからこれからどうし

ていくかというならば、まずは個人個人がこの

仕事に誇りを持つことです。これがまず基本な

のだろうと思います。そのことだけ申し上げた

い。 
後藤：藤井先生良い数字持っているじゃないで

すか。こういうのを先に言って、だけど、収入

はこんなだけどね、誇りを持ってやっていると。

これは安部さんに言わなきゃ。あの安部ですよ。 
形井：わかりました。私も埃を払って最後の締

めの言葉にしたいと思います。今日は本当に長

い時間ありがとうございました。時間も延長し

まして白熱した論議がまだ続くと思います。こ

のまま夜の懇親会に持ち込みますのでどうぞ

楽しみにしておいてください。来年以降のこと

は現時点では、はっきりしませんが、何らかの

形で皆さんにも御連絡します。先程言いました

ように、抄録の一番後ろに新しいホームページ

のＵＲＬが書いてありますので、見ていただけ

たらと思います。創刊号から 8 号までの、9 号

はまだ刷ってませんけれども、全ての雑誌が見

ることができますので、ぜひこれで見ていただ

ければと思いますし、今後もアップしていきま

すので時々アクセスしてみてください。それで

は本日、遅い時間までありがとうございました。 
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あん摩マッサージ指圧はりきゅう教員養成機関在籍者の背景と 

進学動機・在籍目的に関するアンケート調査 

嶺 聡一郎1)2) 

1)社会鍼灸学研究会 2)専門学校 首都医校 

 

【はじめに】 

鍼灸師の資質向上のため、卒後教育の必要性

がいわれて久しい。また、はり師・きゅう師養

成校の卒業年次生の約 80%も、卒業後の研修を

希望している 1)。このような状況に応えて卒後

研修制度を整備した専門学校、大学、学校付属

機関も存在し 2)、「国民のための鍼灸推進会議」

が運用する研修制度も開始されている。しかし

一方で、制度上の位置付けをもつ卒後教育の場

は、1983年以降あん摩マッサージ指圧はりきゅ

う教員養成機関（以下、教員養成課程）だった。 

教員養成過程は鍼灸専門学校の教員を生み

出すことと鍼灸教育の質の向上を目的に設置

されており、かつては教員志望者が在籍するこ

とが多かったと考えられる。しかし、公的な卒

後研修制度が存在しない現況に鑑みると、その

在籍者には教員志望者のみならず、知識や経験、

臨床経験を身に付ける「卒後研修」のために進

学した者もいることが考えられる。 

本調査では教員養成課程在籍者の背景、進学

動機、在籍目的を把握することを試み、今後の

鍼灸卒後教育のための基礎資料を得ることを

目的としている。 

 

【目的】 

教員養成課程学生の背景、進学動機、在籍目

的を調査し、その実状と意識を把握する。 

 

【対象と方法】 

1.対象 

   2015年4月現在、教員養成過程を設置してい

る7校の在籍者全員を対象とした。 

2.方法 

質問紙によるアンケート方式を用いた。 

各校の教員養成過程責任者へ予め電話で調

査主旨を伝え、協力を要請し、アンケートの配

布、実施、回収を依頼した。 

調査期間は2015年7月10日〜8月10日とし

た。以下にアンケート内容を示す。 

【結果】 

アンケートの送付数は164であり、無回答と

択一式回答に複数回答があった場合を無効回

答票とした。その結果有効回答票は105となり、

有効回答票の回収率は64.0%となった。 

(1)回答者のプロフィール 

回答者の平均年齢は32.1歳SD±9.2、男女比

は16:9で男性が多く、在籍学年は1年生:2年

生の比率は13:12であった。 

保持している免許については、あん摩・指

圧・マッサージのみの1療免許保持者が2.9%、

はり・きゅうの2療免許保持者が54.3%、いず

れも取得した 3 療免許保持者が 42.9%だった

(図.1)。 

 

他の医療職免許をもつ回答者は 19%であり、

そのうち最も多いのは柔道整復師免許保持者

であった(図2)。 
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   免許取得後、教員養成科への進学までの期間

を調査したところ、免許取得年に進学した学生

が最多で 82.7%であった(図.3)。臨床頚経験に

ついては84.6%が無かった(図.4)。  

 

 (2)質問への回答 

①進学動機 

「教員養成過程に入学したのはなぜですか」

との質問に対しては、研究目的と無目的を除く

全ての選択肢に対して、「当てはまる」、「やや 

当てはまる」とした回答の合計が過半数以上と

なった。(図.5-1,5-2)  

②現在の目的 

「現在、卒業までの目的としていることはな

んですか」という質問に対しては、「特に目標

はない」という回答以外で、「当てはまる」、「や

や当てはまる」とした回答の合計が過半数とな

った。(図.6-1,6-2)  

 

 



─　　　─

社会鍼灸学研究 2015　(通巻10号)

4544 
 

あん摩マッサージ指圧はりきゅう教員養成機関在籍者の背景と 

進学動機・在籍目的に関するアンケート調査 

嶺 聡一郎1)2) 

1)社会鍼灸学研究会 2)専門学校 首都医校 

 

【はじめに】 

鍼灸師の資質向上のため、卒後教育の必要性

がいわれて久しい。また、はり師・きゅう師養

成校の卒業年次生の約 80%も、卒業後の研修を

希望している 1)。このような状況に応えて卒後

研修制度を整備した専門学校、大学、学校付属

機関も存在し 2)、「国民のための鍼灸推進会議」

が運用する研修制度も開始されている。しかし

一方で、制度上の位置付けをもつ卒後教育の場

は、1983年以降あん摩マッサージ指圧はりきゅ

う教員養成機関（以下、教員養成課程）だった。 

教員養成過程は鍼灸専門学校の教員を生み

出すことと鍼灸教育の質の向上を目的に設置

されており、かつては教員志望者が在籍するこ

とが多かったと考えられる。しかし、公的な卒

後研修制度が存在しない現況に鑑みると、その

在籍者には教員志望者のみならず、知識や経験、

臨床経験を身に付ける「卒後研修」のために進

学した者もいることが考えられる。 

本調査では教員養成課程在籍者の背景、進学

動機、在籍目的を把握することを試み、今後の

鍼灸卒後教育のための基礎資料を得ることを

目的としている。 

 

【目的】 

教員養成課程学生の背景、進学動機、在籍目

的を調査し、その実状と意識を把握する。 

 

【対象と方法】 

1.対象 

   2015年4月現在、教員養成過程を設置してい

る7校の在籍者全員を対象とした。 

2.方法 

質問紙によるアンケート方式を用いた。 

各校の教員養成過程責任者へ予め電話で調

査主旨を伝え、協力を要請し、アンケートの配

布、実施、回収を依頼した。 

調査期間は2015年7月10日〜8月10日とし

た。以下にアンケート内容を示す。 

【結果】 

アンケートの送付数は164であり、無回答と

択一式回答に複数回答があった場合を無効回

答票とした。その結果有効回答票は105となり、

有効回答票の回収率は64.0%となった。 

(1)回答者のプロフィール 

回答者の平均年齢は32.1歳SD±9.2、男女比

は16:9で男性が多く、在籍学年は1年生:2年

生の比率は13:12であった。 

保持している免許については、あん摩・指

圧・マッサージのみの1療免許保持者が2.9%、

はり・きゅうの2療免許保持者が54.3%、いず

れも取得した 3 療免許保持者が 42.9%だった

(図.1)。 

 

他の医療職免許をもつ回答者は 19%であり、

そのうち最も多いのは柔道整復師免許保持者

であった(図2)。 

 

45 
 

   免許取得後、教員養成科への進学までの期間

を調査したところ、免許取得年に進学した学生

が最多で 82.7%であった(図.3)。臨床頚経験に

ついては84.6%が無かった(図.4)。  

 

 (2)質問への回答 

①進学動機 

「教員養成過程に入学したのはなぜですか」

との質問に対しては、研究目的と無目的を除く

全ての選択肢に対して、「当てはまる」、「やや 

当てはまる」とした回答の合計が過半数以上と

なった。(図.5-1,5-2)  

②現在の目的 

「現在、卒業までの目的としていることはな

んですか」という質問に対しては、「特に目標

はない」という回答以外で、「当てはまる」、「や

や当てはまる」とした回答の合計が過半数とな

った。(図.6-1,6-2)  

 

 

45 
 

   免許取得後、教員養成科への進学までの期間

を調査したところ、免許取得年に進学した学生

が最多で 82.7%であった(図.3)。臨床頚経験に

ついては84.6%が無かった(図.4)。  

 

 (2)質問への回答 

①進学動機 

「教員養成過程に入学したのはなぜですか」

との質問に対しては、研究目的と無目的を除く

全ての選択肢に対して、「当てはまる」、「やや 

当てはまる」とした回答の合計が過半数以上と

なった。(図.5-1,5-2)  

②現在の目的 

「現在、卒業までの目的としていることはな

んですか」という質問に対しては、「特に目標

はない」という回答以外で、「当てはまる」、「や

や当てはまる」とした回答の合計が過半数とな

った。(図.6-1,6-2)  

 

 



─　　　─

社会鍼灸学研究 2015　(通巻10号)

4544 
 

あん摩マッサージ指圧はりきゅう教員養成機関在籍者の背景と 

進学動機・在籍目的に関するアンケート調査 

嶺 聡一郎1)2) 

1)社会鍼灸学研究会 2)専門学校 首都医校 

 

【はじめに】 

鍼灸師の資質向上のため、卒後教育の必要性

がいわれて久しい。また、はり師・きゅう師養

成校の卒業年次生の約 80%も、卒業後の研修を

希望している 1)。このような状況に応えて卒後

研修制度を整備した専門学校、大学、学校付属

機関も存在し 2)、「国民のための鍼灸推進会議」

が運用する研修制度も開始されている。しかし

一方で、制度上の位置付けをもつ卒後教育の場

は、1983年以降あん摩マッサージ指圧はりきゅ

う教員養成機関（以下、教員養成課程）だった。 

教員養成過程は鍼灸専門学校の教員を生み

出すことと鍼灸教育の質の向上を目的に設置

されており、かつては教員志望者が在籍するこ

とが多かったと考えられる。しかし、公的な卒

後研修制度が存在しない現況に鑑みると、その

在籍者には教員志望者のみならず、知識や経験、

臨床経験を身に付ける「卒後研修」のために進

学した者もいることが考えられる。 

本調査では教員養成課程在籍者の背景、進学

動機、在籍目的を把握することを試み、今後の

鍼灸卒後教育のための基礎資料を得ることを

目的としている。 

 

【目的】 

教員養成課程学生の背景、進学動機、在籍目

的を調査し、その実状と意識を把握する。 

 

【対象と方法】 

1.対象 

   2015年4月現在、教員養成過程を設置してい

る7校の在籍者全員を対象とした。 

2.方法 

質問紙によるアンケート方式を用いた。 

各校の教員養成過程責任者へ予め電話で調

査主旨を伝え、協力を要請し、アンケートの配

布、実施、回収を依頼した。 

調査期間は2015年7月10日〜8月10日とし

た。以下にアンケート内容を示す。 

【結果】 

アンケートの送付数は164であり、無回答と

択一式回答に複数回答があった場合を無効回

答票とした。その結果有効回答票は105となり、

有効回答票の回収率は64.0%となった。 

(1)回答者のプロフィール 

回答者の平均年齢は32.1歳SD±9.2、男女比

は16:9で男性が多く、在籍学年は1年生:2年

生の比率は13:12であった。 

保持している免許については、あん摩・指

圧・マッサージのみの1療免許保持者が2.9%、

はり・きゅうの2療免許保持者が54.3%、いず

れも取得した 3 療免許保持者が 42.9%だった

(図.1)。 

 

他の医療職免許をもつ回答者は 19%であり、

そのうち最も多いのは柔道整復師免許保持者

であった(図2)。 

 

45 
 

   免許取得後、教員養成科への進学までの期間

を調査したところ、免許取得年に進学した学生

が最多で 82.7%であった(図.3)。臨床頚経験に

ついては84.6%が無かった(図.4)。  

 

 (2)質問への回答 

①進学動機 

「教員養成過程に入学したのはなぜですか」

との質問に対しては、研究目的と無目的を除く

全ての選択肢に対して、「当てはまる」、「やや 

当てはまる」とした回答の合計が過半数以上と

なった。(図.5-1,5-2)  

②現在の目的 

「現在、卒業までの目的としていることはな

んですか」という質問に対しては、「特に目標

はない」という回答以外で、「当てはまる」、「や

や当てはまる」とした回答の合計が過半数とな

った。(図.6-1,6-2)  
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③卒業後の希望進路 

卒業後の希望進路としては、専門学校専任教

員、治療院開業、治療院勤務、専門学校非常勤

教員の順で多かった。研究職を志望する者はい

なかった(図.7) 

 

④卒後研修の必要性 

卒後研修については、「必要」という回答が

81.0%であり、卒業後に一定の研修期間が鍼灸

に必要とする意見が多かった。 

 

【考察】 

今回の調査は教員養成過程を設置する各専

門学校の協力により、対象の全数に近い調査と

なった。 

「卒業後の希望進路」の回答をもとに、有効

回答票のうち「専任教員」、「非常勤教員」、「治

療院勤務と教員」、「治療院開業と教員」と回答

した学生を教員志望群、それ以外の学生を非教

員志望群として割合を算出したところ、回答者

の48.6%が非教員志望群となった(図.8)。

 

   進学動機ついての質問で「専門学校の教員に

なるため」、現在の目的についての質問で「専

門学校の教員として必要な知識、技術の修得」

という選択肢に「当てはまる」、「やや当てはま

る」とした回答が 70〜80%占めたこととは、矛

盾が生じている。 

一方で、免許取得後すぐの入学者、臨床経験

の無い入学者が共に 80%をこえることも考え合

わせると、教員となるために必要な教育課程と

してではなく、「卒後研修」として教員養成過

程へ進学している可能性が示唆される。 

このため、教員志望群と非志望群の間で進学

動機、在籍目的に差が見られるかを検討した。 

Q1、Q2の回答について「当てはまる」、「やや

当てはまる」としたものを肯定的回答、「あま

り当てはまらない」、「当てはまらない」とした

ものを否定的回答として、Q1-a と Q2-a、Q1-h

と Q2-h での回答を教員志望者、非志望者ごと

に集計し(表.1-1,1-2,表2-1,2-2)、2群間で有

意な差があるかをχ2 検定を用いて検討した。

差の有意水準は0.05未満とした。 

 

   Q1-a と Q2-a に対する回答については、教員

志望群と非志望群の差は有意であった

(p<0.05)。これは予測できる結果といえる。 
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一方で、臨床経験の蓄積に対する肯定的回答

は、非志望群が教員志望群に比して有意に多い

と予測したが、Q1-h と Q2-h に対する回答の検

討では、両群に有意な差はなかった(p<0.05)。 

このことから、教員志望の有無にかかわらず、

教員養成過程在籍者の志望動機と在籍目的と

して、「臨床経験を積めること」が大きな要因

となっていると考えられる。 

教員を志望しない学生が教員養成過程に存

在し、その進学・在籍理由に臨床経験を積みた

いという希望があることは確かである。このこ

とは、教員養成過程を卒後研修と認識する進学

者・在籍者の存在を示す。同時に、教員を志望

する学生についても同様の傾向がみられるこ

とから、教員志望者にとっても教員養成過程が

卒度研修と位置付けられていることが示唆さ

れる。 

 

【結論】 

教員養成過程在籍者の 82.7%が免許取得直後

に進学し、84.6%が臨床経験の無い状態で進学

していた。 

教員養成過程在籍者には、教員になることを

目標としない群が存在し、その進学理由・在籍

目的として臨床経験を積むことが大きいが、教

員志望者にも同様の傾向が認められた。これら

のことから、教員養成過程が「臨床経験が積め

る卒後研修機関」として認識されていることが

考えられる。 

 

【謝辞】 

教員養成過程を設置する各専門学校には今

調査への協力をご快諾いただいた。また、各養

成過程の学科長の先生方には、お忙しい中で調

査依頼へのご対応とアンケートの実施への全

面的なご協力をいただいた。各学校、先生方の

ご協力を無くしては不可能な調査だったので、

ここに記し、深く感謝いたします。 

アンケートに回答した学生諸氏にも、感謝い

たします。 
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ご協力を無くしては不可能な調査だったので、

ここに記し、深く感謝いたします。 

アンケートに回答した学生諸氏にも、感謝い

たします。 
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